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山
も
霞
み
て
浦
の
春
。
〳
〵
。
波
風
静
か
な
り
け
り
。

抑
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
我
三
熊
野
を
信
じ
。

毎
年
と
し
ご
も
り
仕
り
候
。
此
度
は
所
願
成
就
し
。
年

帰
る
春
に
も
為
り
候
へ
ば
。
唯
今
都
に
下
向
仕
り
候
。

春
立
つ
や
。
実
に
も
長
閑
け
き
か
ざ
な
ぎ
の
。
〳
〵
。
浜

の
真
砂
も
吹
上
の
。
浦
伝
ひ
し
て
行
く
程
に
。
早
く
も
紀

路
の
関
越
え
て
。
是
も
都
か
津
の
国
の
。
難
波
の
里
に
着

き
に
け
り
。
〳
〵
。

「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

シ
テ
サ
シ

二
人

君
が
代
の
。
長
柄
の
橋
も
造
る
な
り
。
難
波
の
春
も
幾
久

し
。

雪
に
も
梅
の
冬
籠
。

今
は
春
べ
の
け
し
き
か
な
。

夫
れ
天
長
く
地
久
し
く
し
て
。
神
代
の
風
長
閑
に
傳
は
り
。

皇
の
賢
き
御
代
の
道
広
く
。
国
を
恵
み
民
を
撫
で
ゝ
。
四

方
に
治
ま
る
八
洲
の
波
。
静
に
照
ら
す
日
の
本
の
。
影
ゆ

た
か
な
る
時
と
か
や
。
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春
日
野
に
。
若
菜
摘
み
つ
ゝ
万
代
を
。

祝
ふ
な
る
。
心
ぞ
し
る
き
曇
り
な
き
。
〳
〵
。
天
つ
日
嗣

の
御
調
物
。
運
ぶ
巷
や
都
路
の
。
直
な
る
御
代
を
仰
が
ん

と
。
関
の
戸
さ
ゝ
で
千
里
ま
で
。
普
く
照
ら
す
日
影
か
な
。

〳
〵
。

如
何
に
是
な
る
老
人
に
尋
ぬ
べ
き
事
の
候
。

此
方
の
事
に
て
候
ふ
か
何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

不
思
議
や
な
諸
木
こ
そ
多
き
中
に
。
是
な
る
梅
の
木
蔭
を

「「「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ツ
レ

シ
テ

立
ち
去
ら
ず
し
て
。
陰
を
清
め
賞
翫
し
給
ふ
事
不
審
な

り
。
若
し
此
梅
は
名
木
に
て
候
ふ
か
。

御
姿
を
見
奉
れ
ば
。
都
の
人
に
て
御
坐
候
ふ
が
。
此
難
波

の
浦
に
於
て
。
色
異
な
る
梅
花
を
御
覧
じ
て
。
名
木
か
と

の
御
尋
ね
は
御
心
な
き
や
う
に
こ
そ
候
へ
。

夫
れ
大
方
の
春
の
花
。
木
々
の
盛
は
多
け
れ
ど
も
。
花
の

中
に
も
始
め
な
れ
ば
。
梅
花
を
花
の
兄
と
も
い
へ
り
。

其
上
梅
の
名
所
々
々
。
国
々
所
は
多
け
れ
ど
も
。
六
義
の
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始
め
の
そ
へ
歌
に
も
。
難
波
の
梅
こ
そ
よ
ま
れ
た
れ
。

御
代
も
開
け
し
栄
花
と
い
ひ
。

普
き
花
の
嘉
例
と
云
ひ
。

と
に
も
か
く
に
も
津
の
国
の
。
此
や
都
路
の
難
波
津
に
。

名
を
得
て
咲
く
や
こ
の
花
を
。
名
木
か
と
の
御
尋
ね
は
。

事
あ
た
ら
し
き
御
諚
か
な
。

実
に
〳
〵
難
波
の
梅
の
事
。
名
木
や
ら
ん
と
尋
ね
し
は
。

愚
か
な
り
け
る
問
事
か
な
。
然
れ
ば
歌
に
も
難
波
津
に
。

「「「「「「「「
ツ
レ

シ
テ

二
人

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
。
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
。

花
の
春
冬
か
け
て
よ
め
る
。
歌
の
心
は
如
何
な
る
ぞ
。

そ
れ
こ
そ
帝
を
そ
へ
歌
の
。
心
詞
は
顕
は
れ
た
れ
。
難
波

の
御
子
は
皇
子
な
が
ら
。
未
だ
位
に
即
き
給
は
ね
ば
。
冬

咲
く
梅
の
花
の
如
し
。

御
即
位
あ
り
て
難
波
の
君
の
。
位
に
備
は
り
給
ひ
し
時
は
。

今
こ
そ
時
の
花
の
如
く
。

天
下
の
春
を
知
ろ
し
め
せ
ば
。
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今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
。

花
の
盛
は
大
鷦
鷯
の
。

帝
を
花
に
そ
へ
歌
の
。

風
も
治
ま
り
。

立
つ
波
も
。

難
波
津
に
。
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
。
〳
〵
。
今
は
春

べ
に
匂
ひ
来
て
。
吹
け
ど
も
梅
の
風
。
枝
を
鳴
ら
さ
ぬ
御

代
と
か
や
。
実
に
や
津
の
国
の
。
何
は
の
事
に
至
る
ま
で
。

「「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

豊
か
な
る
世
の
例
こ
そ
。
実
に
道
広
き
治
め
な
れ
。
〳
〵
。

抑
難
波
津
の
歌
は
帝
の
御
始
め
。
又
浅
香
山
の
詞
は
。
釆

女
の
土
器
と
り
〴
〵
な
り
。

昔
唐
国
の
尭
舜
の
御
代
に
も
越
え
つ
べ
し
。

万
機
の
政
お
だ
や
か
に
し
て
。
慈
悲
の
波
四
海
に
普
く
。

治
め
ざ
る
に
平
か
な
り
。

君
々
た
れ
ば
臣
も
又
。

水
よ
く
船
を
浮
ぶ
と
か
や
。
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高
き
屋
に
。
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
。
民
の
か
ま
ど
は
賑

ひ
に
け
り
と
。
叡
慮
に
か
け
ま
く
も
。
か
た
じ
け
な
く
ぞ

聞
え
け
る
。
然
れ
ば
此
君
の
。
代
々
に
た
め
し
を
引
く
事

も
。
実
に
有
難
き
詔
。
国
々
に
普
く
。
三
年
の
御
調
ゆ
る

さ
れ
し
。
其
年
月
も
極
ま
れ
ば
。
浜
の
真
砂
の
数
積
り
て
。

雪
は
豊
年
の
御
調
物
。
ゆ
る
す
故
に
や
中
々
。
い
や
ま
し

に
運
ぶ
御
宝
の
。
千
秋
万
歳
の
。
千
箱
の
玉
を
奉
る
。

然
れ
ば
普
き
御
心
の
。

「「「「
ク
セ

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

い
つ
く
し
み
深
う
し
て
。
八
洲
の
外
ま
で
波
も
な
く
。
広

き
御
恵
。
筑
波
山
の
陰
よ
り
も
。
茂
き
御
陰
は
大
君
の
。

国
な
れ
ば
土
も
木
も
。
栄
え
さ
か
ふ
る
津
の
国
の
。
難
波

の
梅
の
名
に
し
お
ふ
。
匂
ひ
も
四
方
に
普
く
。
一
花
ひ
ら

く
れ
ば
天
下
皆
。
春
な
れ
や
万
代
の
。
な
ほ
安
全
ぞ
め
で

た
き
。

実
に
万
代
の
春
の
花
。
〳
〵
。
栄
え
久
し
き
難
波
津
の
。

昔
語
り
ぞ
お
も
し
ろ
き
。
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実
に
名
に
し
お
ふ
難
波
津
に
。
鳥
の
一
声
を
り
し
も
に
。

鳴
く
鶯
の
春
の
曲
。
春
鶯
囀
を
奏
せ
ん
。

不
思
議
や
御
身
誰
な
れ
ば
。
か
く
心
あ
る
花
の
曲
。
舞
楽

を
奏
し
給
ふ
べ
き
。

我
は
知
ら
ず
や
此
梅
の
。
春
年
々
の
花
の
精
。

今
一
人
の
老
人
は
。

今
ぞ
顕
は
す
難
波
津
に
。

咲
く
や
こ
の
花
と
詠
じ
つ
ゝ
。
位
を
す
ゝ
め
申
せ
し
。
百

「「「「「「「「
シ
テ地

ツ
レ地

シ
テ地

ワ
キ
歌

後
ジ
テ

済
国
の
王
仁
な
れ
や
。
今
も
こ
の
花
に
戯
ぶ
れ
。
百
囀
の

声
立
て
。
春
の
鶯
の
舞
の
曲
。
夜
も
す
が
ら
慰
め
申
す
べ

し
や
。
下
臥
し
て
待
ち
給
へ
。
花
の
下
ぶ
し
に
待
ち
給
へ
。

（
中
入
）

見
て
暮
ら
す
。
花
の
下
臥
更
く
る
夜
の
。
〳
〵
。
月
影
と

も
に
静
か
な
る
。
け
し
き
に
染
み
て
音
楽
の
。
花
に
聞
ゆ

る
不
思
議
さ
よ
。
花
に
聞
ゆ
る
不
思
議
さ
よ
。

誰
か
い
ひ
し
春
の
色
は
。
東
よ
り
来
る
と
い
へ
ど
も
。
南
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枝
花
初
め
て
開
く
。
こ
ゝ
は
所
も
西
の
海
に
。
向
ふ
難
波

の
春
の
夜
の
。
月
雪
も
す
む
浦
の
波
。
夜
の
舞
楽
は
お
も

し
ろ
や
。
夢
ば
し
覚
ま
し
給
ふ
な
よ
。

是
は
難
波
の
浦
に
年
を
経
て
。
ひ
ら
く
る
代
々
の
恵
み
を

受
く
る
。
木
花
開
耶
姫
の
神
霊
な
り
。

我
は
又
百
済
国
よ
り
此
国
に
渡
り
。
君
を
あ
が
め
国
を
守

る
。
王
仁
と
云
ひ
し
相
人
な
り
。

む
か
し
仁
徳
の
御
宇
に
は
。
御
代
の
鏡
の
影
を
う
つ
し
。

「「「「「「「「「
天
女

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

天
女

シ
テ

治
ま
る
御
代
の
栄
花
を
な
し
し
も
。

こ
の
花
の
匂
ひ
。

又
は
開
く
る
言
の
葉
の
緑
。

何
は
の
事
か
法
な
ら
ぬ
。
遊
び
戯
ぶ
れ
い
ろ
〳
〵
の
舞
楽
。

お
も
し
ろ
や
。
（
舞
）

梅
が
枝
に
来
居
る
鶯
春
か
け
て
。

鳴
け
ど
も
雪
は
。
古
き
鼓
の
苔
む
し
て
。
打
ち
鳴
ら
す
。

〳
〵
。
人
も
な
け
れ
ば
君
が
代
に
。
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懸
け
し
鼓
も
。

時
守
の
眠
り
。

覚
む
る
は
難
波
の
。

鐘
も
響
き
。

浦
は
潮
の
。

波
の
声
々
。

入
江
の
松
風
。

村
蘆
の
葉
音
。

「「「「「「「「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

い
づ
れ
を
聞
く
も
悦
び
の
。
諫
鼓
苔
む
し
難
波
の
鳥
も
。

驚
か
ぬ
御
代
な
り
。
有
難
や
。
（
神
舞
又
は
楽
）

あ
ら
お
も
し
ろ
の
音
楽
や
。
時
の
調
子
に
か
た
ど
り
て
。

春
鶯
囀
の
楽
を
ば
。

春
風
と
諸
共
に
。
花
を
散
ら
し
て
ど
う
と
打
つ
。

秋
風
楽
は
如
何
に
や
。

秋
の
風
も
ろ
共
に
。
波
を
響
か
し
ど
う
と
打
つ
。

万
歳
楽
は
。
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よ
ろ
づ
打
つ
。

青
海
波
と
は
青
海
の
。

波
立
て
打
つ
は
採
桑
老
。

抜
頭
の
曲
は
。

か
へ
り
打
つ
。

入
日
を
招
き
帰
す
手
に
。
〳
〵
。
今
の
太
鼓
は
波
な
れ
ば
。

よ
り
て
は
打
ち
帰
り
て
は
打
ち
。
此
音
楽
に
引
か
れ
つ
ゝ
。

聖
人
御
代
に
ま
た
出
で
。
天
下
を
守
り
治
む
る
。
万
歳
楽

「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

ぞ
め
で
た
き
。
〳
〵
。
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